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の特性改善技術について行ってきた研究をまとめたものであり，以下に示す 6 章により構成されている o
第 1 章は序論であり，研究の背景及び、本研究の概要について述べている o
第 2 章では， TDMA (時分割多元接続)における周波数利用効率の改善と高速伝送の実現方法として，移動体通












イーシチ方式を用いることで， QPSK (Quadrature Phase Shift Keying) 等とほぼ同じ占有周波数帯域幅で， より
高速な情報伝送が実現できることを明らかにしている D
第 4 章では，広帯域伝送方式である CDMA (符号分割多元接続)方式の背景，及び，従来の研究の概要について
説明した後，次々世代の移動体通信システムである IMT-2000 (In terna tional Mo bile Telecomm unica tions-2000) 
フェーズ 2 について説明している。更に， IMT-2000フェーズ 2 に CDMA パケット伝送を用いることを仮定し，その
時のセル構成やパケットの構成等のシステムパラメータを示している。
第 5 章では CDMA パケット伝送を用いた IMT-2000フェーズ 2 システムを想定し，同システムの実現に際して必
要となる CDMA パケット伝送に適したマルチパス選択法を用いた伝送特性改善技術である RAKE (パスダイパーシ
? ??
チ)方式を提案し， IMT-2000 フェーズ 2 で想定されるマルチパス環境下における RAKE 方式の特性を計算機シミュ
















(3) 将来の移動体通信システムとして考えられる CDMA パケット伝送方式について， RAKE 受信方式ならびにそ
れを適用した干渉除去方式を提案し，ノfケット伝送特性の向上に有効であることを計算機シミュレーションに
よってE在主忍している。
以上のように，本論文はディジタル移動体通信における高能率伝送方式に関する多くの知見を得ており，通信工学
の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文とし芯価値あるものと認める。
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